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（今回は発表では触れない）（今回は発表では触れない）
著作権保護期間の問題について著作権保護期間の問題について

 青空文庫の保護期間の延長反対青空文庫の保護期間の延長反対

 「著作権保護期間の延長問題を考えるフォーラ「著作権保護期間の延長問題を考えるフォーラ
ム」（ム」（http://thinkcopyright.org/http://thinkcopyright.org/））

 田中辰雄・林紘一郎田中辰雄・林紘一郎[[編著編著]]
『著作権保護期間『著作権保護期間
 延長は文化を保護するか？』 延長は文化を保護するか？』
勁草書房、勁草書房、2008.82008.8

http://thinkcopyright.org/


    

1. 1. 青空文庫とデジタルアーカイヴ青空文庫とデジタルアーカイヴ
1.11.1　青空文庫について　青空文庫について

 19971997年設立の私設デジタルアーカイヴ年設立の私設デジタルアーカイヴ

 大正・昭和期の著作権切れ文学作品等大正・昭和期の著作権切れ文学作品等
を収録、商用も含めたを収録、商用も含めた
自由な利用が可能自由な利用が可能

 総数総数70007000作品以上作品以上

 ボランティアで運営ボランティアで運営

 http://aozora.gr.jphttp://aozora.gr.jp



    

1.1.青空文庫とデジタルアーカイヴ青空文庫とデジタルアーカイヴ
1.21.2　デジタルアーカイヴの区分　デジタルアーカイヴの区分

 「公的機関による公的なもののアーカイヴ」「公的機関による公的なもののアーカイヴ」



    

1.1.青空文庫とデジタルアーカイヴ青空文庫とデジタルアーカイヴ
1.21.2　デジタルアーカイヴの区分　デジタルアーカイヴの区分

 「市民・企業による公的なもののアーカイヴ」「市民・企業による公的なもののアーカイヴ」



    

1.1.青空文庫とデジタルアーカイヴ青空文庫とデジタルアーカイヴ
1.21.2　デジタルアーカイヴの区分　デジタルアーカイヴの区分

 「市民・企業による個人的なもののアーカイヴ」「市民・企業による個人的なもののアーカイヴ」



    

1.1.青空文庫とデジタルアーカイヴ青空文庫とデジタルアーカイヴ
1.31.3　それぞれの問題点　それぞれの問題点

 「市民・企業による公的なものの「市民・企業による公的なもののDADA」」
　作業の専門化による新規参加者の減少　作業の専門化による新規参加者の減少
　マイナーな作品の発掘における作業限界　マイナーな作品の発掘における作業限界

 「公的機関による公的なものの「公的機関による公的なもののDADA」」
　利用が専門家に限られる　利用が専門家に限られる
　市民による広い活用にまで至れていない　市民による広い活用にまで至れていない

 「市民・企業による個人的なものの「市民・企業による個人的なもののDADA」」
　作品志向が強く、素材・資料的なものが蓄積されない　作品志向が強く、素材・資料的なものが蓄積されない
　地域性が欠如しやすい　地域性が欠如しやすい



    

2.2.今、デジタルアーカイヴに起こりつつあること今、デジタルアーカイヴに起こりつつあること
2.12.1　アーカイヴ・共有への欲望　アーカイヴ・共有への欲望

 「メリットはない」ボランティア活動「メリットはない」ボランティア活動

 「罪に問われるおそれのある」違法アップロード「罪に問われるおそれのある」違法アップロード

所有欲？共有欲・アーカイヴ欲



    

2.2.今、デジタルアーカイヴに起こりつつあること今、デジタルアーカイヴに起こりつつあること
2.22.2　単純閲覧から創造のサイクルへ　単純閲覧から創造のサイクルへ

 《自由に使えるコンテンツ》　→　《単純閲覧》《自由に使えるコンテンツ》　→　《単純閲覧》

 創造のサイクル創造のサイクル

　　　　　　　　　　　　　　　　→　《実験的ビジネス》
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　《新しい創作》

アーカイヴ

触れて
刺激される

著作物を
創造する



    

2.2.今、デジタルアーカイヴに起こりつつあること今、デジタルアーカイヴに起こりつつあること
2.32.3　今、消えゆくもの　今、消えゆくもの

 団体・個人運営のアーカイヴの淘汰・消滅団体・個人運営のアーカイヴの淘汰・消滅

 消えたデジタル資料を復活させることの困難消えたデジタル資料を復活させることの困難

デジタルアーカイヴの消滅脆弱性

『青空文庫　全』（2007年）
全国の図書館に配布



    

3.3.今後のデジタルアーカイヴについて今後のデジタルアーカイヴについて
3.13.1　日本で遅れている　日本で遅れているDADA分野分野

 放送・映像の分野放送・映像の分野

 音楽の分野音楽の分野

パブリックドメインのラジオドラマは？ / O.T.R.
パブリックドメインの映画は？ / P.D.Films

パブリックドメインの楽譜は？ / IMSLP
「歴史的音盤アーカイブ推進協議会」？？



    

3.3.今後のデジタルアーカイヴについて今後のデジタルアーカイヴについて
3.23.2　今後、必要とされるはずの　今後、必要とされるはずのDADA

 「地域デジタルアーカイヴ」の可能性「地域デジタルアーカイヴ」の可能性
（市民と公的機関・組織のあいだで）（市民と公的機関・組織のあいだで）



    

3.3.今後のデジタルアーカイヴについて今後のデジタルアーカイヴについて
3.33.3　人とＤＡの豊かな関係と未来　人とＤＡの豊かな関係と未来

 各デジタルアーカイヴの横断・相乗効果



    

4.4.デジタルアーカイヴの文化デジタルアーカイヴの文化

 デジタルの特性を生かして、自分たちの文化をデジタルの特性を生かして、自分たちの文化を
積極的に共有して、さらに豊かにしていこうとす積極的に共有して、さらに豊かにしていこうとす
る文化る文化

 デジタルアーカイヴを進める上で必要なことはデジタルアーカイヴを進める上で必要なことは

文化財を「公開」するのではなく
「共有」するという意識を持つこと


